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海 野 十一 



蛇 かなん かが、 その 辺に いるので はない かしらと 思つ 

て …… 。 しかし そんな もの もい ない 様子だった。 

「そんな 変な 木 はよ して、 あっちの 方の サイ 力 チを探 

してみ ない」 

「うん、 そうしょう。 」 

と、 武夫 はすぐ に 返事 をした が、 どうした もの か、 

なかなか 木から 降りて 来ようと はしなかった。 

「武夫 さ ァん、 はやく 下リ てい らっしゃ いよ ォ」 

さいそく 

お 美 代 はじれ つたくな つて、 もう 一度、 下から 催促 

をした。 

「シ 1 ッ …… 」 



木の 上から、 武夫が 静かに する ようにと 合図 をした。 

「なに か 居る の」 

「居る よ。 なんだか 居 るんだ。 三つ股の うしろに 止つ 

ている。 亀みたい な ものが いる。 亀が サイ カチの 木に 

のぼ つ てい るんだ よ」 

亀？ 亀が サイ カチの 木に のぼって いると は 珍ら し 

い 話だった。 亀が 木の ぼり を するとい う ことがあ るか 

しら。 

「亀 じ やないで しょう。 亀が 木に のぼれて 9 どの 

辺な の。 あたし も 下から 見て みる わ」 

「 …… 黒くて、 楕円形で、 弁当箱の 二倍く らい も ある 



いとま 

遑 もなかった。 

あ 

「呀 ッ。 居た なッ。 …… 」 

武夫の 叫ぶ 声が した。 ピシリ ピシリ と 竹の 棒が なお 

も 彼方に 鳴りつ づけた。 武夫 は 果して 甲虫 を 捕える こ 

とがで きる であろう か。 

そのと きのこと であ つ た。 

「うわ I ッ」 

そうとう くさむら 

という 悲鳴が、 争闘の 草叢の 中から 響いて きた。 そ 

れは 武夫の 口から 出た 叫び声に ちがいなかった。 

「 ？」 

お 美 代 は ハツと 胸を衝 かれた ように 思った。 草叢 を 



視 きこんで みると、 そこに は 大きな 葛の 葉が 白い 葉 裏 

むざん 

を 見せて 無惨に 飛びち つていた。 しかし 武夫の 姿 は 見 

えなかった。 草叢 はシ— ンと 鎮まり かえっていた。 

「武夫さん。 武夫さん。 …… 」 

お 美 代 は 叫んだ が、 その 返事はなかった。 草叢の 中 

に 入って ゆくべき だったろう けれど、 お 美 代に とって 

きょうい き 

は あまりに 恐ろし い 境域 だ つ た。 

「誰か 来て ェ。 助けて 下さ I い。 …… 」 

お 美 代 は 必死に 呼ば わった。 そのと きブ— ン という 

気味の わるい 羽音が して、 大きな 真黒な ものが 草叢の 

中から 飛び出し てきた。 それ は 例の 巨大 甲虫に 違いな 



争闘の 跡の のこる 草叢の 方 を 見つめた。 恐ろしい 境域 

にはちが いなかつ たが、 誰も 救いの 声 を 聞いて 駆けつ 

けて くれる 者 もない 有様 だから、 このまま 自分 一人が 

逃げて かえる こと はでき なかった。 もし そんな こと を 

すれば、 あの 仲 善しの 武夫 は、 生命 を 落として しまう 

かもしれ ない の だ。 

(あそこの 草叢のと ころへ 行つ てみ よう) 

お 美 代 は 決心 をして、 とうとう 草叢の 中へ 分け入つ 

た。 ワン ピ— スの 簡単服 は、 茨に ひっかかって、 たち 

まち ベリ ベリと 裂けて しまった。 しかし 今 はそんな こ 

と を 顧みて いる 余裕はなかった。 



雑草 を かきわけ かきわけ、 お 美 代 は 目星 をつ けて 置 

いた 葛の 葉の 茂って いる 草叢のと ころへ 近づいて いつ 

た。 

「オヤ、 この辺の はずなん だけれ ど …… 」 

そ y J に 武夫が 長くな つ て 倒れ て い る 害 だと 思 つたの 

に、 その 当て は 外れて、 そこに は 何者の 姿 もなかった _ 

「間違った のか しら …… 」 

あた リを 見廻して みたが、 この辺で ある ことに 違い 

なかった。 武夫が 棒切れで 叩き 破ったら しい 葛の 葉が 

点々 として、 白い 葉 裏 を 見せて そこらに 散って いるの 

だった。 



の 一 本 だけが ひとり 大きくな り 両側の 二 本 は 小さく 萎 

びて しまった か。 それに は 或る 微妙な キッ カケが 存在 

したの だった。 その 当時 走る ことの 得意な 一 頭の 馬が 

あった。 その 馬 は あまりに 快走す る ことに 夢中だった 

ため、 或る時 足首 を 石の 割れ目に 深く 突き こみ、 その 

ため 両端の 足 指の 骨が折れ 曲って しまった。 もちろん 

その 馬 はもう 歩く こと も 出来ず、 そこに 倒れた まま 幾 

- つな なお 

日 も 幾日も 呻って いたが、 やがての ことに 傷が 癒って 

再び 起き 上れる ようになった。 しかし 足 指の 両端の 骨 

は 醜く 内側に 曲った ままで、 遂に 元の ような 形に は 直 

ら なかった。 始めは 足 を ひき ひき 歩いて た。 ところが 



起った かと 思う と、 ケ ケケッ という 怪しい 鳴き声 を 残 

して、 名 もしらぬ 怪 鳥が 飛び さった。 

前進す る こと 四、 五百メ — ！ r ル- 恐らくもう そろ そ 

あ.. こ J 

ろ 森の 中心地 点になる ので あろうと 思われる 辺まで 

迪 りついた。 しかし あたり は 依然として 変らぬ 木立と 

雑草との 風景であって、 探し 求めて いる 武夫 少年の 姿 

もなければ、 格闘の 跡 も 見当らなかった。 大隅理 学士 

はすこし 当惑した。 彼 は 歩行 を 止める と、 そのまま 

どっかり と 草の 上に 腰を下ろした。 そしてい ままで 

ずっと 点けて いた 懐中電灯 を 消した。 俄かに 闇が ドッ 

と 学士の 全身 を 包んだ。 



くに 何 か 太刀 風の ような もの を 感じた ので、 ハツと 身 

を 沈めよう としたが、 もう 間に合わなかった。 ピシ 

リツ！ 強い 打撃が、 彼の 手首の 上に 落ちた。 

「うわ ッ —— 」 

彼の 護身 杖 は ポロ リと 草叢の 中に 落ちた。 これ を 落 

として はと、 疼痛 を；^ えながら 拾おうと すると、 不思 

議な ことに、 その 光 杖が 生き物の ように 宙を ひとりで 

ス ー ッと 走り だした。 

「ぁッ —— 」 と 声を立てた 途端に、 杖の 灯 は パッと 消 

えてし まって、 再び 真の闇と なった。 大隅理 学士 は 恐 

怖の 絶頂に 取 残された。 何者 だッ。 



「フフ— ン。 いや 有難う。 また 聞く ことがあろ うけれ 

ども、 今日 知りたい と 思った こと は それだけだった」 

「まあ 気味が わるい。 そんな ことが どんなお 役に立つ 

んで すの」 

「いや 今に 分る から、 それまで は 黙って いて 貰いたい _ 

とにかく この 村に は、 今後 も、 もっと いろいろの 変事 

が 起る かもしれ ない」 

「あら、 まァ …… 」 

たんそく 

二人 は 顔 を 見合わせて、 歎息し あった。 しかし この 

とき 若しも 一 一人が 背後 を ふりかえ つ て、 そこに 突如と 

さち 

して 起った 大 異変に 気がついた としたら、 どんなに 胆 



をつ ぶした ことであろう n 



丘の 上の 大 異変 



お 美 代と 大隅理 学士と は、 共に 武夫 少年の 安否 を 気 

づ かいながら、 暫く は 言葉 もな く、 その 涼しい 丘の 上 

そぞう 

に 塑像の ように じっと 並んで 坐って いた。 



に 見出し かねた。 お 美 代 は 重なる 恐怖の 出来事に 堪え 

られ なくなつ たもの か、 急に 顔色が 蒼くな つた かと 思 

うと、 気 を 失って どっと その 場に 倒れて しまった。 一 

体お 美 代の 妹 は どこまで 匍って いったの だろう。 

も さっさ 

若しも そこに 誰かが 通りかか つ て 先刻から 話し込ん 

でい るお 美 代と 大隅 学士との 背後に 突如と して 起 つ た 

異変の f 伍一 什 を 眺めて いた 人が あつたと したら、 彼 

は 必ずや 二人の 話し 半ばに、 あまりの 怪奇 さに 異変 半 

ばに して 目 を 廻して しまった ことだろう。 すなわち 彼 

き き は 

はまず お 美 代の 妹が 嬉々 として 丘の 上まで 匍って ゆく 

の を 認めたろう。 それ はまこと に 無邪気な 光景だった。 



迁 ^ 博士の は 土 生活 



大隅理 学士 は、 それから 後 三日間と いう もの は、 宿 

に 閉じ籠って、 一歩 も 外へ 出なかった。 打ち 重なる 変 

事が、 彼 を 臆病に したので あろう か。 いやいや そうで 

はなかった。 

彼 は その 三日の 間 を、 宿の 一室で 暮 した ものの、 そ 



「博士 は 一体 誰に 喰べ させて 貰って いるんだろう。 奥 

さんや 雇人が あるの かネ」 

「奥さん は 昔 あ つ たが 亡くな つたと いう 事 じ や」 

「 …… いう ことじ やと は、 どういう わけ かネ」 

「それ は 話に 聞いた だけで、 村の 衆 は 誰も 奥さんの 死 

に 顔 を 見た 者がなかった けんな。 しかし あの人に は惜 

しいよう な 器量よ しじ やった がのう。 今 はたった 一人 

の 雇人が いるば かりじ や。 岩 蔵と いって ナ、 右 脚が な 

ぼうぐ 、J 

い 男 じ や。 いつも 棒杭 を その 股に 結びつけて、 杖 もつ 

かずに ヒョ ックリ ヒョッ クリと 歩いて いるが のう。 外 

に はいろ いろな 動物 を 飼つ ている という ことじ やが、 



握つ て 身構え をした。 

その 途端に、 空気 を 裂く 烈しい 羽音 (と 思った) と 

共に、 空から 軽 飛行機が 斜めにな つ て 舞い 下って きた。 

そして 前の 道路に ドンと つきあた つた かと 思う と、 ゴ 

ム毬 のように 一 っポ— ンと 跳ね かえり 尚 も そのまま 滑 

走 を 続ける と 思われた が、 尾部が ス ー ッと 浮き あがる 

と 見る 間に、 気持よ く 空中に 弧を描いて 蜻蛉が えり を 

打ち、 仰向けに ぺ シャンと 引 繰り かえって しまった。 

見て いた 大隅 学士 も 思わず ハツと 息 を 停めた。 

—— 乗り手 はどうした？ 

と、 学士が 疑問 を 起した とき、 死んだ ように 働き を 



停めた その プ ー の 機 翼が ユラ ユラと 揺れ、 その 下から 

力 ー キ 色の 飛行服に 身 を 固めた 一 人の 人物が 匍い 出し 

てきた。 そして 立ち上つ たと 見る 間に 砲弾の ように 下 

ちんにゅう 

宿の 囲いの 中に 闖入 してきた。 

その 闖入者 は あたりに いる 人達に 気がつかな いので 

も あるよう に、 ィ キナリ 井戸の 処へ 飛んで 行って 中 を 

視 きこんだ。 そして 直ぐ 顔 を あげる と、 

「BB>e.- ソ 。 BB -、 BB- ソ ！ | 

と大隅 学士の 方 を 向いて 叫んだ。 学士が 呆気に とら 

れ ている 間に、 彼 は 軒下に 吊して ある 綱 束に 気がつい 

て 飛びつ くように して 手に 取る とこれ を バラ バラに 解 



て、 なお も 一 生 懸命に 呪文 を 浴せ かけた けれど、 どう 

にも 風向き はよ い 方に 転じなかった。 古 花甚平 はとう 

とう 後頭部 をした たか 壁に ぶつ つけた 途端に、 悪夢 か 

ら 覚めた かの ように、 パッチ リ眼を 明いて しまった。 

「 …… ああ あ ー ッ。 これ ァ どうした ちゅう 訳 じ やろ 

う 9 」 

甚平は キヨ 口 キヨ 口 あたり を 見廻した。 

「南無 三、 覚めな 覚めな。 カン ッ— ム、 ヴ イス ヴ イス _ 

あ 1 ら、 あ— らァ …… 」 

じゅもん 

だが もう 呪文の 効き目はなかった。 甚平は 完全に 催 

眠 術から 覚めて しまった。 こうな つて は 万事休す だつ 



いま、 冷静 且つ 果断に 事件の 心臓部 を 突破せ にやなら 

な いんだ ッ。 それ は 辻 川 博士の 邸内に 忍び入って、 博 

あば 

土の 秘密 を 発いて しまう こと だ。 さあ それに 賛成して 

立ち上れ ッ。 それだけ 云っても、 まだ ムニ ャム ニヤ 寝 

言の 続き を 云うよう だ つ たら、 この 冷たい ビ ー ルを 

襟首へ ぶちまける がどう だ！ - 



炸裂す る 爆弾？ 



きそ-つ はく だん 

中から とりだした 擬装 爆弾 実は マグネシウム 花火な ど 

を 博士の 門前に 投げつ け 岩 蔵 を 巧みに 門外に おびき 出 

し、 その 隙に 乗じ、 一 と 足お 先に 裏門の 中に 飛び込ん 

だのであった。 こんな 大 芝居で もうたなければ、 まる 

じょうさい 

で 中 世紀の 城塞 のよう な 辻 川 博士 邸内に 忍び入る こ 

と はまず 不可能 だと 思われた。 学士が 潜入した 目的 は 

云う 迄 もない こと だが、 怪人物 辻 川 博士の 動静 を 探る 

とともに、 邸内の 秘密 を 偵察す るに あった。 まか リ間 

違えば 生命 を 失う 決心 をして、 彼 は 怪事件 解決の ため 

に、 中央突破 を 敢行した わけだった。 

繁 みから ソロ ソロ 匍いだ した 大隅 学士 は、 幸いに 誰 



なければ、 この 異様な 邸内の 模様 は 容易に 村人の 眼に 

まと 

停リ、 物議の 的に ならない 害はなかった から。 

ぼうぜん 

匍いだ した 大隅 学士 は、 この 異 風景の 中に、 呆然と 

して 立ちつ くした。 それ はまる で 千里の 波濤 を 越えて、 

異境に 遊ぶ の 想いが あった。 日本中 を 探し まわっても、 

恐らく ， J れ ほど 風 変り な 邸 を 持 つてい ると こ ろが まだ 

他に あろうと は 思えない。 彼 はこん な異 風景 を 愛玩す 

る 辻 川 博士の 心 を 恐ろしく 思った。 

だが 大隅 学士の 愕 くの は、 いささか 早 やすぎた。 

なぜ なれば、 彼が この 怪園を 徘徊して ゆく うちに、 た 

う つ そう けやき 

また ま 欝蒼たる 櫸 の 大木に グ ルツと 取 巻かれた 地 内 



に 建って いる 非常に 背の 高い 頑丈な 鉄の 檻 を 発見した 

が、 その 檻の 中 を 一と 目視 いたと きの 驚愕に 比べる と、 

怪 園の 異 風景な ど は 物の 数ではなかった。 一体 その 檻 

の 中には 何が 入って いたであろう か。 

「おお、 これ は …… 」 

といった きり、 彼 は 化石の ように 立ち竦み、 普段 は 

赤い その 顔から は サッと 血の気が 一 滴の こらず 退いて 

しまった。 見よ 見よ、 その 頑丈なる 檻の 中に、 ゆ 

ら ゆらと 蠢 いている 異様なる 動物 を …… 。 

まず 最初に 目につい たの は、 第一 号と いう 檻の 中に 

からす 

バ タ バタ 飛翔して いる 烏ぐ らいの 大きさ の 黒 い 鳥 I 



I と 思った のが 目の 誤りで、 よくよく 見る と 身体の 形 

や 翅ゃ肢 の 様子から 知れる とおり、 それ は黒蠅 だった。 

「ゥ ム、 黒蠅 だッ。 …… 」 

身体の 大きさが 烏ぐ らい も ある 大黒 蠅！ 始めて 見 

る 怪物だった。 —— しかし 怪物 は それ 一 つで はな かつ 

た。 その 次の 檻 を 見よ！ 

…… 見る からに テカテ 力と 黒光りの する 鉄胄 のよ 

うな 丸い 胴、 その 下から はみ出し ている 刃物の ような 

肢、 レンズの ように 光る 眼 玉、 小枝に 漆 を 塗った よう 

な 一 本の 角 …… 。 

「ゥ ム、 これ だナ、 魔の 森の 怪物！ 亀と 間違えた 



る。 噓 のよう な 巨大な 生き物！ どうして こんな 怪物 

が 生じた のであろう。 そして なぜ また、 このような グ 

口 テス クな 大入道ば かりが 矢 追 村に 発生した のだろう。 

この 疑問に 対してまず 誰でもが 想像し 得られる 一 つ 

の 解釈 は、 この 怪 邸宅の 主で ある 魔 人 辻 川 博士が 妖術 

を もって こんな グロテスクな 〔# 「グロテスクな」 は 底 

本で は 「グロ テク スな匕 生き物 を 作った ので はない かと 

いう ことだった。 これ は 辻 川 博士の 正体が まだ ハツ キ 

リ しないので、 只今 は 軽々 しく 口にすべき 問題で ない 

かもしれ ない が、 しかし この 多種な 大入道が 悉 く 博 

士 邸内に 集められ ている ことから して、 そんな 風に 疑 



円い 光の 中に、 クッキ リ 浮かんで いるの は、 手術台の 

ような 一 つの 台、 手術台と ちがう ところ は、 なに かゴ 

つかいみち 

テゴテ と、 使途 も 分らない 小 器械が、 まるで 飾リ のよ 

うにつ いている。 —— 大 隅の 身体 は、 安楽椅子の 上 か 

ら、 この 風 変り な 手術台の 上に 移され、 その 首、 手、 

足な どが、 皮 帯で しっかりと 台の 上に 結びつけられた。 

博士の 顔 は、 だんだんと 子供の 頰 のように 紅潮して 

きた。 なに かしら、 博士 を 興奮させる ものが あるら し 

ヽ o 

レ 

やがて 博士 は、 大 隅の 寝て いる 手術台の 傍へ、 また 

別の、 カンバスが ス ポリと 被 さって いる 大きな 器械 を 



「さあ、 光線 はこの 位なら 充分だろう」 と 博士 は ニヤ 

リと 笑った。 「さあ、 いよいよ 実験 を 始める かな。 ま 

ず この 人間の 右 半分に、 この 器械から 出る オメガ 光線 

を 投射し、 左 半分に は 例の 疑問 線 を 当てる ことにしよ 

う。 まず この 器械に よって オメガ 線 を 与えて みょう。 

…：- J 

何 ごとが 起る か？ 怪 博士の 怪 実験の 犠牲に なろう 

とする 大隅 学士 は、 このと き 始めて 気がついた。 眼に 

うつった その 場の 異常な 光景に、 学士 は 恐ろしい 危険 

おどろ 

を 身に 感じて、 ハツと 愕 いた。 



あった。 

「おお、 気がついた ナ。 …… 」 

博士 は大 隅の 覚醒に、 なんの 愕 きの 色 も あらわさな 

ちゅうちょ 

かった。 そして 躊躇す ると ころもな く、 オメガ 光線 

さえ ぼたん 

を 遮ぎ つて ある シャツ タ ー の 釦に手 を かけた。 ああ、 

次の 瞬間、 その 怪光 線 は、 大隅 学士の 右 半身の 上に 落 

ちかかろうと している。 そこに 如何なる 異変が 発生す 

る ことであろう か。 博士の 実験の 材料に 成リ さがった 

ちょうど 

大 隅の 運命 は、 風前の灯だった。 丁度 そのと きだった。 

ヽヽ \ リ ヽヽノ リ ヽヽ ノ リ ヽヽ 一 リ ヽヽ \ リ ヽ ン 

と、 けたたましい ベルの 音が、 室の 一隅から 起った。 



博士が ハツと 振り かえって みると、 隅の パネルの 上に、 

赤い パイロットランプが、 盛んに 点滅して いる。 ：：： 

「ああ、 …… 丁度、 通信の 時刻が きたんだ ナ」 

博士 は 眩く ようにい うと、 オメガ 光線のと ころ を 

離れて、 パネルの ところへ 近づいた。 博士 はしば らく 

ガチャ ガチャと やって いたが、 やがて 博士の 話し声が 

聞え てきた。 

「ああ、 辻 川 博士です。 そっち はどう か ネ？」 

と 云った 言語 は、 意外に も 日本語で はなくそれ は 世 

界 語の 称 ある エスべ ラント 語だった。 

「そうか。 ちょっと 待って くれた まえ。 SS 五 〇 一が 



四 ポイント 六 八 か。 …… SS 五 〇 二が 四 ポイント 七 九 

か。 …… 」 

博士 は 何 か 細かい 数字 を 盛んに 筆記した。 

「よし、 ありがとう。 …… こっち も 今夜 は 可な リ 強勢 

なんだ。 全体として、 三倍ち かくに なって いるから 愕 

くよ。 つまり SS 五 〇 一が やっぱり 四 ポイント 九 〇、 

五 〇 二が 五 ポイント 一 八、 …… 」 

しばらく は、 博士が 何 かわからぬ 沢山の 数字 を 喋 

る 声が 聞え た。 

「 …… この 数字 は、 いよいよ 僕の 仮説の 正しい こと を 

証拠 だてる もの だと 思う。 ねえ、 君 も 同感す るだろう _ 



て 置いた よ。 少く とも 僕の 今の 場合よりも、 もっと 丁 

寧に 取扱って ある。 それに なんだ。 これ は …… 。 博士、 

も つ と 綱 を ゆるめて くれん か」 

博士 は それ を 聞く と、 窓のと ころに よって、 外 を 見 

た。 そして チ エツと 舌 打 をした。 

門 脇の 小屋から、 岩 蔵 を 助け だしてく るまでに 十分 

ほどの 時間が 流れた。 この間、 大 隅と 佐々 と は、 空し 

い 悲憤 を 語り あつたに 過ぎなかった。 

義足 をつ けた 岩 蔵の 姿 を 見た とき、 二人の 不安 はま 

すます 深くな つ た。 一 体 博士 は， ^ の 男 を 使 つ て 何 を さ 

せようと いうの だろう。 



ソ 国境の 名物 ト— チカの 内部の ように 頑丈に できて い 

た。 乾燥した 涼しい 風が どこから ともなく 吹いて きて、 

いい 気持だった。 だが 地下道の 行方 は 何処であろう か。 

長い 地下道 を 千メ— トル ぢか くも 行った ころ、 通路 

は 急に 広くな つた。 見廻す と、 そこ は 倉庫ら しく、 大 

きな 鉄扉が 六つ ほど 並んで 居リ、 その上に は 1 とか 2 

とか、 いちいち 番号が うってあった。 何 を 入れて ある 

倉庫だろう？ 

博士 は 一人 先に 立って、 鉄扉 4 の 前に 行った。 そし 

てな にか ガチャ ガチャ やって いたと 思う と、 鉄扉 はし 

ず かに 左右に 開き はじめた。 そして 中から 現れて きた 



もの は 何だった であろう か。 —— 大きな 爆弾の ような 

つま 

恰好 をした ものが ギッ シリ塡 つていた。 だが それ は 爆 

弾ではなかった。 ロケット B22 号 —— と、 鋼鉄の 上に 

白い エナメル でもって 書き 綴られて いた。 

ああ ロケット。 なぜ 佐々 は ロケット 室の 前に 引 張つ 

て 来られた のであろう か。 



砲弾の 行方 



躍して 地下道 をズ ンズン 進んで いった。 

やがて、 広い ホ— ルに 出た。 

「おお、 倉庫ら しい ものが 並んで いる ナ」 

大隅は 倉庫ら しい 戸口 を ズッと 見廻した。 すると、 

倉庫 は、 厳重に ピ タリと 閉 つてい るの にもかかわらず、 

ただ 一 つ だけ だらしなく 開いて いる 扉が 目についた。 

彼 は その 扉の 前に 向って 駆け だした。 

「第 4 号 だナ。 三人と もこの 中に 入って いるの だろう 

ゝ 一 

力」 

彼 は 扉の 蔭から、 ソッと 中を視 いてみ た。 なるほど 

しま 

沢山の ロケットが 収 つて ある。 ロケット はいい けれど、 



成層圏 を 越えて 



佐々 砲弾 は、 ロケットの 中に 閉じ こめられた ところ 

まで は 覚えて いたが、 それから 急に ドンと 激しい 衝撃 

をう けた 途端に 人事不省に 陥って しまった。 彼が 再び 

意識 を 取 戻した の は それから どの位 経った 後 だか 分ら 

なかった。 

r …… ああ ッ …… 」 



ま つ さ. 

佐々 が 気づいた とき、 最 先に 感じた の は 恐ろしい 

めまい て 

眩暈であった。 脳味噌が 誰かの 掌のう ちに ギュッ と 握 

られ ている ような 感じだった。 眼 を 明けよう としても、 

明ける ことができない ほどの 気持の 悪さだった。 彼 は、 

これ は 死ぬ のじ やない かな ァと 思ったり した。 

シュ ー ゥ、 ゴ トゴ トゴ トゴ ト。 

なんだか 蒸気が 洩れ ている ような 音と、 それに 交つ 

て 何 か 機関で も 廻る らしい 響と が 聞え てく るの だった。 

しかし 別に 震動 はない ので 助かった。 

「ああ ッ …… 。 頭が 割れて しまい そうだ。 薬 はない か 

…：- J 



えび 

彼 は 両手で 頭 を 抱えて、 身体 を 蝦の ように 曲げた。 

そのと きだった。 突然 大きな 声が した。 

ひ. S だし 

「座席に ついて、 横の 壁に ある 抽出 を 明けろ。 そこに 

ある 水薬 を 飲む と、 頭痛が 直る …… 」 

たしかに 人間の 声だった。 

誰？ 

と、 思って 強いて 眼 を 明けて あたり を 見 まわした が、 

誰もい なかった。 

変 だな ァと 思って いると、 また 五 秒 ほどして、 同じ 

声が、 同じ 言葉 をく りかえ して 叫んだ。 

「座席に ついて、 横の 壁に ある 抽出 を 明けろ。 そこに 



子壜の 中には 薄 青色の 液体が 入って いた。 

神 薬 か 魔 薬 か、 どっちで あるか 知らない。 しかも 

ちゅうちょ せん 

佐々 は 躊躇す ると ころな く、 その 栓を ぬいて、 口から 

ゴ クン ゴ クンと 液体 を 飲んだ。 こんな 苦しい 頭痛に 悩 

みつ づけるなら、 いっそ 死んだ 方が まし だと 思った か 

ら だった。 

「ああ ッ …… 」 

ほ くく 

一 壜の 液体 をのみ 乾す と、 彼 は 前に ある 括り づけの 

テ I ブル りょうひじ 

蜜柑 箱の ように 四角な 卓子の 上に 両肘 を ついて ガバ 

おもて 

と 面 を 伏せた。 

さ 

「ああ ッ、 …… この 薬 は 利く ぞ。 これ は 有難い。 頭痛 



というの では あるまい な。 …… それに、 見れば 別に 操 

縦 装置 も 何もない よう だが、 うまく 着陸で きる のかし 

ら …… 」 

ほうたん 

元来が 放胆 を も つ て 知られて いる 佐々 砲弾 だ つ たけ 

ほう 

れど、 涯 しない 天涯に 放り だされて は、 心細く ならな 

いで はいられなかった。 

「 …… 何 か 操縦 装置み たいな ものが ありそうな もの だ 

, 、ゝ - 

力 」 

そのと き 彼 は、 前の 四角な 函 卓子の 横に、 小さな 押 

ぼたん 

し釦が あるのに 気がついた。 



だ。 つまり 六つの テレビジョン でもって、 この ロケ ッ 

トの 前後左右と、 頭に 尾との 六つの 方角の 景色が 映つ 

ている のに 違いない。 これ は 実に 素晴らしい 仕掛け だ 

…：- J 

佐々 は 六つの テレビジョン 眼 をい くどと なく 眺めつ 

づけた。 だんだんと 見て いるう ちに 宙に 浮かんで いる 

自分の ロケットが ハ ッ キリ 見える ような 気がして きた 

この ロケット は、 いま 地表に 対して 垂直に 飛び あがつ 

ている わけだった！ 

ボン ャリ 明るい 光団 は、 放れて ゆく 地上の 都市の 灯 

がうつつ ている のだろう。 その 顕著な 光団は 東京 あた 



空中の 死刑 船 



彼が 天井 を 見上げた 途端、 一切が ハツ キリと 分った。 

-I なぜなら 天井が、 いやに 低くな つてき たからで あ 



る。 

「これ は 大変 だッ …… 」 

佐々 は 椅子から 跳ね 上った。 そして 床と 壁との 境目 

を 調べて みた。 なるほど、 フェルト を 敷きつ めた 床が 



佐々 の 顔色 を 手に とる ように ハ ッ キリと 眺めて いるら 

しかった。 

佐々 は 気味 わるくな つて、 声の いうと おり 顔 を 正面 

に 向け直した。 そのと き 正面に 何 か チラ リと 動いた 影 

があった。 よくよく みると、 その 正面の 硝子 板の 向う 

に、 怪しげな 髯 男の 顔が 薄 ボン ャリと 見えた。 炯々 た 

る 二つの 眼 玉を剝 き、 小鼻 をピ クピク させて、 こっち 

を 睨んで いる 様子 は 物凄い という も 愚かで あつたが I 

I そ の 恐ろしい 顔に は 見覚えが あった。 

「ゥ ン、 貴様 は 辻 川 博士 だナ。 …… なんの ために おれ 

を ロケットに 乗せ、 こんな 目に 合わせ るんだ」 



博士の 顔 は、 それにつ いて 何の 応答 も 与えなかった。 

そしてな おも 熱心に、 佐々 の 面 をた めつ すがめ つして、 

穴が 明く かと 思われる ほど 眺めて いるの だった。 

「 …… ふうむ、 これ は 疑問 線の 力が 弱い のか、 それと 

も 疑問 線の 到来 方向が 変った かナ。 どれどれ …… 」 

ちと 

そういう 声の 下に、 佐々 は 顔面に 急に ほの 暖 いもの 

を 感じた。 と 同時に、 何とも 云い あらわしに くいよう 

な 厭な 気持に 襲われて きた。 

「 デヅ， デヅ、 げッ - 

せき 

佐々 が 苦しそう に 咳 こんで くると、 硝子 面に うつる 

辻 川 博士の 顔面に ニヤ リと薄 気味 わるい 笑みが 浮かん 



藻搔く ロケット 



「うぬ ッ、 こいつ ァ いかん」 

辻 川 博士 は 配電盤の 前に 仁王 立ちに なり、 あっちの 

開閉器、 こっちの 把手 を 必死になって 操って いた。 

「ますます いかん。 機械が 急に 利か なくなった 哩。 … 

. . . 不思議な こ ともあれば ある もの じ や …… 」 

盛んに 器械 をい じっている うちに、 やっと テレビ 



ジョン 回路の パイロット • ランプが パッ とついた。 博 

士は嚙 みつき そうな 顔して、 第一 装置の 受影幕 を視き 

こんだ。 

「なにも 映らん」 博士 は 嵐に 遭った 船長の ように 把手 

をグル ダルと 廻した。 博士の 眼が、 俄かに らんらんと 

輝き だした。 「おお、 あそこへ 行く …… B2S 号の ロケ ッ 

トが …… 。 待て 待て、 こっちへ 呼び かえさに や …… 」 

博士 は 正面の 配電盤に とびついて、 起動 スィッチ を 

ポ ン ボンと 入れて いつ た。 電流計の 針が ブ ル ッ と 震え 

せん 

たかと 思う と、 弾かれた ように ピ— ンと 右の 方へ 一 閃、 

たちまち 針が 飛んで しまった。 



「うう む。 なんたる ことじ や」 

うな 

博士 は 獣の ように、 低く 唸る と、 どっかと 座席の 上 

に 腰を下ろして、 両手で 頭 を 抱えた。 

「う、 ぅッ …… 分らん、 分らん。 …… BSS 号 はもう 取 

戻せない のか ッ！」 

すると 俄かに リンリン リンリンと、 けたたましい 

警 鈴の 響！ 顔 を あげる と、 大きな 赤色 灯が 生物の よ 

うに 激しい 息をして いた。 

辻 川 博士 は サッと 顔色 を 変えた。 

そして 座席から 立ち上ろう としたが、 このと き 遅し、 

博士の 身体 は 宙にグ ルツと 一 廻転して、 壁の 上に ドタ 



の 目盛で 読んで みて 愕 いた。 地球からの 距離 は、 丁度 

八百キ ロメ— トルの 向う にあった。 それで はもう 成 層 

圏なん か、 とうの 昔に 飛び越し、 電離 天井の E 層 や F 

層 も 突き抜け、 その 三倍 も 向う に 居る の だ。 しかも 見 

ている と、 佐々 砲弾の 乗った ロケット は、 地球の 方に 

舞い もどる どころ か、 なお も 一層 グン ダンと 地球 を 離 

れて ゆきつつ ある ことが、 望遠鏡の 目盛の 再調整で、 

それと 分った ので ある。 一体 その 行方 は 何処で あるか。 

佐々 砲弾 は どんな 気持で 乗って いるの だろう。 地球に 

せつれつ お 

拙劣な 着陸 をして 一命 を隕 とすより はいい けれど、 行 

方 も 見当が つかない ので は 仕方がない。 



その 身体 を 跳び 越えて、 彼 は 往来へ 飛んで いった。 

そして そこら 中、 あっちへ 走リ、 こっちへ 龃 けした が、 

その 白い 怪物の 姿 を 遂に 見失った。 彼はス ゴスゴ と、 

宿の 方へ 引返した。 

お 内儀 はよう やく 気がつい たものと 見え、 梯子段の 

下に 半身 を 起し、 腰の あたり を 痛そう に 撫でて いた。 

「おお、 お 内儀さん。 今の は、 あれ は 何です かネ」 

「ナ、 何です かって、 わたし も あんな 恐い もの 知らへ 

ん がのう。 どう 見ても 幽霊 じ や。 先生が 寝 とらす 周リ 

をグル ダルと 何遍も 廻って いたが のう」 

「ナ ニ變の 寝て いる 周り をグ ルグル 廻つ ていた 9 



なレ 

と、 そこまで 考えて 来たと きに、 彼 は ハツと 胸を衝 

かれた ように 思った。 

(もしゃ、 あれ は 佐々 砲弾の 幽霊で はない かしら？ 

それとも あの 怪力の 辻 川 博士の 亡霊だろう か？) 

大隅 学士 は、 俄かに 失った 友の こと を 考えて、 胸 を 

しめつけられる ように 感じた。 しかし あの 佐々 砲弾が、 

まさか 幽霊に なろうと は 考えられない。 第一、 幽霊な 

んぞ という もの は、 この頃す つかり 流行ら なくなって 

いるの だ。 ただ どうも 腑に 落ちない こと は、 この 夏の 

とうてい 

矢 追 村に おいて は、 次から 次へ と、 常識で は 到底 考え 



「おう、 甚 平さん か。 …… うちで は、 えらい ことじ や- 

今し がた、 二階のと ころ をナ、 白い 着物 を 着た 幽霊が 

フワ フワと 飛んで いたの じ や」 

うち 

「ナニ 白い 幽霊が。 …… お前の 家に も か？」 

「ァレ お前の 家に も かって、 他へ も あの 幽霊が 出る の 

かの？」 

「いや、 いま 村 中 は その 幽霊の ことで 大騒ぎ じ や。 太 

郎 作のと ころへ 出た のが 最初で、 それから 小学校の 用 

務員 室に 出る、 酒屋の 喜 十の 店先に 出る …… そんな わ 

けで あっちから もこつ ちから もの 注進で、 その 図々 し 

い 幽霊 は六ケ 所に 現れよ つたの じ や。 おば ァの ところ 



お 祓い をしても ろうたら どうか いな ァ …… 」 

ここち 

「うん。 わし ももう 生きた 心地がない のじ や。 …- 

レ 皆の 衆に 追いつか にや …… 」 

そういって、 故老 古 花甚平 は、 外へ 出て いった。 



g しい 閃光 



ト' 



館の 五 階の 窓が 四つ ほど ァ— ク 灯の ような 真青な 閃光 

で ピカピ 力と 明滅して いるので あった。 

「おう、 あれ は 何者の 仕業 だ」 

この 邸の 中には、 例の 檻 は 別と して、 残って いる 人 

間 は、 岩 蔵と、 傷つけ る 河 村と そして、 今 入って 来た 

大 隅との 二 名し かない 〔# 「二 名し かない」 は ママ U 害 

だった。 その 三人 はいずれ も 門 脇の 小屋に こうして 集 

まっている。 それ だのに 本館の 方で、 突然 金属 板 を 叩 

くような 物音が したり、 ァ— ク 灯の ような ものが ピカ 

ピカ 輝き だしたり すると は、 どうした わけであろう か。 

何者かが 本館の 中に 居る としか 考えられない。 しかし 



そんな こと はあり 得べ きこと であろう か。 

「わし は …… わし は 何も 知らね えんで …… 」 

と、 岩 蔵はォ ドォド した 様子で、 下 を 向いて いった。 

「知らない？ 本当 か。 …… とにかく 僕 は 見て 来る… 

〜」 

大隅 学士 は 勇敢に も、 & 身して 本館に 向った。 岩 蔵 

は愕 いて、 学士 を 呼び かえす ために 両手 を さしのば し 

たが、 何と 思った もの か、 そのまま 手 を 引 込めて しまつ 

た。 

大隅 学士 は、 植込みの 中 を 注意ぶ かく 縫って いった。 

そして 勝手 知った 裏口から、 ソッと 本館 内に 忍び入つ 



尋ねて ゆく と、 やがて それ は 分った。 それ は、 かつ 

て 彼が 辻 川 博士の ために 実験台の 上に 乗せられ、 博士 

ひとりごと 

の 独 言に よれば、 オメガ 線と 疑問 線と いう 二つの 怪 

光線 を 身に 浴せ かけられよ うとした その 部屋 —— つま 

リ 「第 一 実験室」 であった。 

そこで 彼 は、 思い切り 勇気 を 出して、 廊下に 積んで 

あきばこ 

あった 空函を 戸口に 重ねる と、 扉の 上の 廻転 窓の 中 を 

透して、 ソッと 室内 を 窺って みた。 

r …… ああ ッ …… 」 

学士 は愕 きの あまり、 函の 上から 転げ落ち そうに 

なって、 やっと 咏 える ことができた。 何ものと も 知れ 



怪物が あまりに も 人間の 常識 を 外れた ものだった から 

であった。 

(こいつ 等が、 もし 幽霊 だとしたら …… そうだ、 幽霊 

は 日本語が わかる 箬だ。 一 つ、 勇敢に 話 をして みょう 

かしら？) 大隅 がそう 考えて いると き、 室内の 白い 半 

透明の 怪物 は、 何 かに 愕ぃ たものと 見え、 急に 一 ケ所 

に 頭 を 寄せ集め ると、 なんだか 盛んに 頭 を ふりながら 

協議 をして いる 様子だった。 なに を 始める のかな ァと 

思って いるう ちに、 突然 そのうちの 二 匹が 集団 を 

のぞ 

ス ー ッと 離れる と、 いきな リ大 隅の 視 いている 戸口の 

方へ 向け、 まるで 人魂の ように 飛んで きた。 



「呀 ッ！」 

と、 大 隅が 声 を あげたと き は、 もう 既に 遅かった。 

半透明の 白 幽霊 は、 廻転 窓に ぶら 下って いる 彼 を 左右 

から 挟んで しまった。 

大隅 は、 その 白 幽霊が、 ドア を 開け もしない のに、 

それ を 突き抜いて、 廊下へ 飛び出し てきた 奇怪 さに、 

ゾ ー ッ とした。 幽霊 は 物理学に 反抗す る！ いよいよ 

これ は 幽霊 だ。 

が 君、 そこ を 下りて、 室内へ 入って 下さい。 私たち は 

君に 質問 をした い の だ！" 

「え ッ！」 



大隅 は、 息が 停る ほど 愕 いた。 白 幽霊 ども は、 たし 

かに 彼に 対して、 「室内へ 来て、 質問に 答えよ」 と 云つ 

たように 感じた の だ。 しかも 彼の 耳 は、 遂に 一 言 も 白 

幽霊の 声 を 聞いた のではなかった。 白 幽霊 は、 声 を 出 

して 喋らなかった。 それ にも拘らず、 白 幽霊が 質問 

をしたい と 彼に 申込んだ と、 ちゃんと 分る のであった。 

声な き 会話！ なんという 不思議な 現象だろう。 

「ぼ、 僕の ことです か。 .：：• この 部屋に 入れって 云う 

のです か」 

と、 大 隅は慄 える 声で もって、 彼の 身近 かに 迫って 

いる 二 匹の 白 幽霊に 尋ねた。 



,そ うです z 

「ああ …… 」 

白 幽霊 は、 またもや 声 を 出さない のに、 大 隅に 白幽 

霊の 意志 を 伝えた。 なんと 驚くべき 怪 現象で はない か。 

大隅 はもう 観念した。 こう 覘 われて は、 もう 逃げる 

余裕 はない。 この 上 は 胆力 を 据えて、 白 幽霊の 前に 出、 

そして 彼等の 質問に 答える と共に、 逆に 彼等の 正体 を 

偵察して やろうと 決心した。 そこで 彼 は ドンと 廊下に 

飛び下りた。 そして 扉に 手 を かけて、 それ を 開いた。 

その 開いた 戸口から、 彼 は 室内へ 入って いった。 連れ 

とうてい 

の 白 幽霊 はと 見る と 一 一匹と も 人間で は 到底 通れそう も 



ない 壁のと ころ を、 まるで 壁が 無い かの ように ス ー ッ 

と 通った。 そして 大 隅の 方 を 見て、 さも 可笑し そうに 

笑った —— というと、 これ も 説明し なければ 分らぬ が、 

そのと きその 得 態の 知れない 白 幽霊の 笑った 顔が 見え 

たという ので はない が、 なんとなく 笑った ように 感じ 

たのであった。 恰も 

"なんという、 不便な 身体 を もった 男だろう。 ぁッ 

まッ まッ〃 

という 風に 。 

あぶらあせ へや 

大隅 学士 は、 額から 脂汗 を 流しながら、 室の 中央に 

螺 集して いる 白 幽霊の 一 団の 前に 進みいで た。 彼 はこ 



かんかく せきちゅう 

その 三 個の 眼 玉の 間隔 はたい へん 離れて いて 脊柱 (も 

し 有るならば) を 中心として 約 百 二十 度ず つ 開いた 角 

度のと ころに 嵌まって いた。 それから 見る と、 この 白 

幽霊 は、 人間の 眼の ように 正面 だけが 見える ばかりで 

はなく 常に 前後左右 いずれの 方向 も 見える だろうと 思 

われた。 実は、 これ は 後に なって 発見した ことだった 

が、 この 白 幽霊 は、 もう 一 つの 眼 を 頭の 真上に もって 

いた。 それ は 上方 を 見る に 都合の よい ものであった。 

しかし この 時 は、 そんな 思いがけない ところに 眼が あ 

みのが 

ろうと は 思わなかった ので 見遁 してし まった。 

シ ユウ シ ユウ シ ユウ シ ユウと、 彼等 は ひとしき リ激 



辻 川 博士 は 何処へ 行った？ 

はは ァ なるほど、 それで 分った。 彼等 は 辻 川 博士の 

所在が 知りたい ばかりに、 大隅を 室内に 連れ こんだ の 

であった。 彼等 は 辻 川 博士 を 前から 知ってい たのに 違 

い あるまい。 

「 …… さあ 辻 川 博士 は 何処へ 行った のでし ようか …… 

知りません ネ」 

が 辻 川 博士 は、 なぜ この 邸から 居 なくなった のか？" 

「さあ、 それ もよ く 分りません。 しかし …… 僕の 知つ 

ている ところでは、 博士 は ロケットに 乗って、 天空に 



飛び出され たが、 そのまま 帰って来られな いのです」 

〃天空へ？" 

「そうです」 

- 一 わ 

すると 一 団は 俄かに 興奮の 色 を 現し、 また ガラ ガラ 

蛇の ように、 シ ユウ シ ユウ シ ユウ シ ユウと 奇妙な 声 を 

あげて 鳴き だした。 

ぶ き み 

そのうちに、 彼等の 一 部 は、 不気味な 頭 を 寄せて、 

天井の 一角 を 睨んだ。 そして 見て いると、 だんだんと 

首 を 違った 方角に 向け直し ていった。 それ は 天井 を 注 

視 している ように 見えた が、 実際 は 天井に 興味が ある 

のではなくて、 彼等の 人間離れ をした 視力で もって、 



天井 や 屋根 をと おして、 遥かの 天空 を 探して いるの だ 

という ことに 気がついた。 もちろん それ は 辻 川 博士の 

ロケット を 探して いるのに 違いなかった。 

そのうちに、 また 白 幽霊が 話しかけた。 

が 博士の ロケットに は、 号と 書いて あるか？" 

「いえ、 違います よ。 博士の ロケット は、 確か E4 号 

でした よ」 

白 幽霊 は、 また 奇妙な 声で 鳴き 合った。 大隅 学士 は、 

この 会話のと き、 或る 重大な 事実に 気付くべき だった。 

しかし 心の 余裕 を 失って いた 彼 は、 そのと き 遂に 気付 

かないで しまった。 彼 は 後に なって、 そのと きの ボン 



ャリさ 加減 を、 どんなに 悔ん だか しれない。 それ は そ 

れ として、 白 幽霊た ち は 盛んに 鳴き 合って いたが、 そ 

のうちに 鳴く のをピ タリと やめて しまった。 それ を 注 

視 している と、 彼等 は 一 匹ず つ 順々 にス— ッと宙 に 浮 

かんで は、 後から 後へ と繫 がって 天井の 方に 上昇して 

ゆく のであった。 

(おお、 彼等 は 逃げ出した ぞ！) 大隅 学士 は 狼狽した。 

絶好の チャンスが、 今 逃げつつ ある。 彼等 を このまま 

逃がして はならない。 そう 思った 彼 は 傍に いた 一匹に 

向って、 勇敢に も 声をかけた。 

「 …… ァァ もし。 …… 貴方が たは 何者な のです か。 わ 



すると 怪物の 一 団は、 ゲ ラゲ ラゲ ラと 笑いだ したよ 

うに 思った。 そして やがて 待望の 返事 を大 隅に 与えた 

のだった。 

"君に 云つ て も 分らない と 思う。 われ 等 は ゥラゴ ー ゴ 

レぉ J 

ゥラゴ —ゴ ル？ ゥラゴ ー ゴ ルとは 何であろう か。 

大隅は その 聞き なれ な い 言葉 を、 忘れまい として 懸命 

に 口の 中で 繰リ かえした。 

その 間に、 白 幽霊の 一 団は、 また 元の ように 一 匹ず 

つ 天井に 向けて 上昇して いった。 

ゥラゴ —ゴ ル？ 



の 最後の 一 匹が 応えた。 

* ドクトル、 シュ ワルツ コッフ が 知っている ：••： " 

「え ッ、 シュ ワルツ コッフ 博士？」 

最後 の ゥ ラゴ —ゴ ル の 姿 も、 遂に 天井の 向う に 見え 

なくなって しまった。 



武夫の 父親 



大隅は 胸が つまる ように 感じた。 

「それ はネ …… それ はこう なんだ。 辻 川 博士の …… 」 

と、 まで 云った とき、 河 村 は 突然 「呀 ッ」 と 叫んで、 

話 を 中断した。 そのと き、 彼の 額から、 パッと 黄色い 

あざ 

煙が 立ちのぼ リ、 額の 真中に 痣の ような 一 銭 銅貨 大の 

赤い 斑点が 現れた。 彼 は ゥムと 呻る と、 右手で その 額 

を 押えた。 すると その 手から、 また 黄 煙が サッと 上つ 

て、 手の甲の 上に、 同じような 赤い 斑点が 現れた。 河 

ぎょう そ う 

村 は 見る も 物凄い 形相と なり、 真紅な 口 を ガッと 開 

いたかと 思う と、 両手で i 空 をつ かんで、 そのまま 絶 

ひさん せいぜつ 

命した。 実に 悲惨と も 凄絶と も いいあらわし 難い 彼の 



最期だった。 

「何者 だ ッ！」 

ぎ やくさ つ 

大隅は 話し 半ばに 怪しき 方法に よ つ て 河 村 を 虐殺 

した 者の あるの を 悟り、 奮然と して、 門番の 小屋から 

外に 飛び だした。 岩 蔵に 違いない！ 

ところが 彼 は、 屋外に 出て みて、 オヤと 叫んだ。 I 

I 岩 蔵が 今 木立の 奥に ある 玄関のと ころから、 庭園の 

砂利の 上 を ノコ ノコ こ つちに 歩いて くるの を 見た。 

「彼が 殺った のだろう か？ これ は 不思議 だ」 

門番の 小屋から 三百 メ —， ^ル ほど も 離れた ところ を 

歩いて いる 岩 蔵が、 どうして 河 村 を 殺害す る ことが で 



陸し き ドクトル 



「ドクトル、 シュ ワルツ コッ フ？， - 

と、 大隅 学士 は、 岩 蔵の 顔 を 見詰めて、 問い返した。 

「そうです。 シュ ワルツ コッフ です」 

と、 岩 蔵はド キマギ している。 

「辻 川 博士が いない こと を 云った かネ」 

「ええ、 云い ましたよ。 する てえ と、 ちょっと 愕 いた 

額 をして、 はるばる 来た もの だから、 休憩 させて くれ 



岩 蔵は肯 いて、 門の 外に 立って いる ドクトル を 連れ 

に 行った。 

「おお、 わたくし、 ドクトル. シュ ワルツ コッフ です。 

ドクトル 辻 川い ない。 残念です。 彼、 何処へ 行き まし 

たか」 

と、 大 隅の 前に 立った の は、 鬚 面に 黒眼鏡 を 掛け、 

やや 肥満せ る 身体 を 白い 麻の 洋服に 包み、 形の いいへ 

ルメット 帽子 を 被って いる 紳士だった。 

大隅は 博士の 不在 を 説明して ドクトル を 本館に 案内 

していった。 

ドクトル は、 応接室に 入る と、 疲労 を 訴えた。 そし 



なぜ あのような 重傷者 を 話 途中に して 殺害す る 必要が 

あつたの だろう か。 特殊事情が あるに しても、 腑に落 

ちない。 第一 何処に 隠して いるか 知らないが、 ドク ト 

ステッキ 

ルの 身辺に は、 ただ 洋 杖が あるば かりで、 それらし い 

もの を 外に 発見す る ことが 出来なかった。 

大 隅が そんな こと を 思い 続けて いると ころへ、 廊下 

あしおと 

に 微かに 跫 音が 聞え てきて、 やがて それが 部屋の 前で、 

バタリと 停った。 

(誰？) 

と、 大隅は 咄嗟に 椅子の 上から 立ち上った。 そして 

ひる かえ 

彼 は 身 を 飜 して 力— テンの 蔭に、 身 を 隠し、 ソッと 



うかが 

入口の 方 を 窺 つた。 

すると、 扉が 音 もな く 開いて、 そこから ヌ— ッと出 

て 来た 黒眼鏡に 鬚 だらけの 顔 ( …… おお、 やはり、 ド 

ステッキ 

ク トル、 シュ ワルツ コッフ だ) 太い 洋杖を 持った ドク 

トル は、 用心深い 眼 を 光らせ、 忍び足で 室内に 入って 

きた。 

(何 をす る つもりだろう) 

あ-こ- J 

ドクトル は、 暫く 四周 を 見廻して いた。 

そのうちに、 彼 は 壁 際に 並んで いる 辻 川 博士の 厳重 

な 書類 戸棚の 前に 近より、 そして その 鉄扉に 手 を 懸け 

て、 ゥン ゥン引 張った。 しかし 鉄扉 はビク とも 動かな 



かった。 

ドクトル は 観念した もの か、 今度 は 大きな 机のと こ 

ろに 寄って、 上から 二 段 目の 抽出 を 開き、 その 中 をし 

きりと 探し はじめた。 

(ハ テナ) 

と、 大隅 学士 は 力— テンの 蔭から、 首 を 振った。 ド 

ク トル は 辻 川 博士の 机の 抽出の 内容まで 知ってい るら 

しく 思われる。 やがて ドクトル は、 抽出から 手 を 引い 

た。 そして 困った という 顔 をした。 大隅 学士 は、 もう 

出る に 出られなかった。 それ は 出ない 方が よかった。 

もし 出よう ものなら、 彼の 生命はなかった かも 知れな 



レ 

怪しき ドクトル は、 再び 鋼鉄 製の 戸棚の 前に 立った。 

そして 暫く 考え こんでい たが、 やがて 何 思った もの か 

持って いた 洋杖を 扉の 方に ズ ー ッと 差し出した。 その 

い しづき 

洋 杖の 石 附が、 扉の 鍵穴に 向けて ジワジワと 延びて 

いった。 ドクトル はまる で 作りつ けの 人形の ように 動 

ゝ 、 o 

力る レ 

すると 怪しい かな、 突然 眼 も くらむ ような 青白い 光 

点が、 扉の 上に 現れた。 それ はジ— ジ— と 微かな 音 を 

立てて 見る見る うちに 横に 小さ い 円 を 描いて 伸びて 

いった。 



怪力 線 杖 



(ああ、 扉 を 焼き切る の だナ。 おお、 恐ろしい 仕掛け 

の ある 怪洋 杖！) 

りつぜん 

大隅 学士 は、 力— テンの 蔭に 慄然と 身震いした。 あ 

の 洋杖は 太す ぎる と 思 つ たが、 やはり このように 恐ろ 



た 洋杖を もっている。 しかし これ は大隅 学士のと は 

違って、 実に 恐ろしい 仕掛けに なって いた。 

大隅 は、 もう 一 度 洋杖を 見直した。 

(どうも 恰好が よく 似て いるが …… ) 

彼に は あの 洋 杖が、 だんだん 自分の 洋杖 であるよう 

な 気がして きた。 ひょっとすると、 あれ は 中身 だけが 

あんな 恐ろしい ものに 改造され たので は あるまい か。 

もしそう だとす ると、 ドクトル、 シュ ワルツ コッフ は 

どうして 自分の 洋杖を 手に入れた のだろう。 

(こいつ は 変 だ ぞ！) 

ドクトル は、 遂に 鉄扉 を 焼き切った。 書類 戸棚 は、 



(今が チャンス だ ッ！) 

彼 は 音 をた てぬ ように、 充分の 注意 を 払いながら、 

大胆に も 書類 戸棚の 方に 近づいて いった。 その 戸棚 こ 

そ は、 彼が 中 を 開けて みたい と 思いつつ 遂に 開く こと 

が 出来なかった ものであった。 

彼 は 石亀の ように ソロ ソロと 匍った。 そのうち 彼 は 

遂に 戸棚の 近くまで 進んだ。 そこに は 一 つの 安楽椅子 

があった。 彼 は その 蔭に 廻る と ソッと 手 を 伸ばした。 

「やった ッ！」 

と 彼 は 叫んだ。 その 手に は、 太い 洋 杖が ムンズ と 握 

られ ていた。 あの 恐ろしい 怪力 線 を 発射す る洋 杖が… 



が 幾 本 も クッキ リ とついて いた。 これ は 一体 どうした 

訳だろう。 

「私、 大きな 音で 愕 きました。 何事が 起り ました か」 

大隅 は、 それに 応えよう ともせず、 例の 殺人 洋杖を 

ドクトルの 方に 向けて みた。 すると ドクトル は 平気な 

顔 をして いた。 

「ドクトル は、 今まで 何 をして おいででした か」 

「私 9 …… 私は睡 つてい ました。 たいへん 元気に なり 

ました」 

大隅は ドクトルが 噓を云 つ ている ように 思われな 

かった。 そして 尚 も 油断な く、 その 応接室に 入って み 



ると、 なるほど その 部屋に は、 ドクトルが 今まで 寝て 

いたらし い 証拠が あった。 長椅子の 前に、 脱ぎ 揃えら 

れ てあつた 一足の 短靴が それであった。 中に 手 を 入れ 

てみ たが、 それ は ひやり と 冷めた く 感じた。 今まで 履 

いていた もの を 脱いだ ので は、 こうは 冷めた く 感じな 

い。 さっき 大隅 学士 を 襲撃した ドクトル は、 確かに 靴 

を 履いて いた。 

(すると …… すると、 自分 を 襲撃した ドクトルと、 こ 

こに 寝て いた ドクトルと、 二人の ドクトル がいる こと 

になる) 

大隅 は、 愕 くべき 結論 をつ かんで、 それ を どう 説明 



したら よ いかにつ いて 苦しんだ。 

「どうも 可笑しい ことです ね」 

「可笑しい。 何、 可笑しいで すか」 

彼 は ドクトル を 其処に 待って 貰って、 階段 を 下りて 

いった。 もちろん、 もう 一人の ドクトルの 姿 は そこに 

発見され なかった。 彼 は 本館 を 出て、 門番の 小屋に 

やって来た。 

そこに は 岩 蔵が、 河 村の 死骸 を 護って、 その 前に、 

どこから 見付けて 来たの か、 線香 を 立てて 供養 をして 

いた。 

(この 男の 変装した ので もない) 



という ものではありません。 しかし 簡単に 云います と、 

近年 この 地球上に、 有史以来 始めて 見る 異変が 起って 

い ちじる 

いるので す。 その 著 しい もの は、 生物の 異常 成長で 

す。 辻 川 博士 は その 異常 成長の 研究 材料 を、 沢山 持つ 

て います」 

「なるほど、 生物の 異常 成長！ すると、 魔の 森に お 

かぶとむし 

いて 発見され た 亀の ように 大きい 甲虫 も それな ので 

すね」 

「おお、 貴君 はよ く 知ってい ますね。 あの X 甲虫 も、 

おどろ 

その 一 つです。 まだ もっと 愕 くべき ものが 沢山 あり 

ますよ」 



朝 ffl 夕 ffl があって、 夜と 共に 陸から 海へ 向って 風が 吹 

くの が 普通で あるのに、 決して そういう 現象が 見えな 

い。 大陸 的 気象 かとい うのに、 それとも 違う。 それ は 

あまり 知られて いない 一 種 奇妙な 変化 をす る。 それに 

気づいた 大隅 学士 は、 この 矢 追 村の 気象 を 研究す るた 

め 先に 中央 気象台に 頼んで、 全国 気象 統計 を 送っても 

ら つた ほどで ある。 そして 異常気象 地た る こと を 発見 

したの だ。 しかし それが、 例の 異常 成長に 関係が ある 

事が、 ドクトルの 云う 如く ハツ キリ 分った 訳で はな 

おどろ 

かった。 だから ドクトルの 言葉 は、 彼 を 痛く 愕 かせ 

たので ある。 



と、 音の する 方の 空 を 注視す ると、 なるほど それ は 

飛行機に 違いなかった。 だが 愕 いた ことに、 それ は 一 

機 や 一 一機で は .V; 力った 数えて ゆく と およそ 十四 

五 機 もあった ろうか。 大きい の や 小さい の や、 それ か 

ら 近づく と、 赤い 翼 を もった の や 青い 胴体の もの や、 

いろいろ さまざまの 形の ものが、 吾れ 勝ちに 機首 を こ 

ちらに 向けて 飛んで くるので あった。 一体 どこの 飛行 

機な のだろう。 

刻一刻、 爆音 は 高くな つた。 速い やっから 順に、 博 

士 邸の 周囲 をグル ダルと 円 を 描いて 飛翔 を 始めた。 そ 

のうちに、 着陸の 覚悟が ついた もの かボ ッボッ 低空 飛 



きたので われわれ も愕 きました よ。 さあ その 辺で、 

こっちの 質問に 答えて 下さい。 —— まず、 佐々 砲弾が 

この 土地から 飛び だした ときの 模様 を 喋って みて 下さ 
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ゥラゴ ー ゴル 通信 



この 弱点と 称する もの は、 本来 研究と いう ものから 

云えば 大した もので はなく、 大隅 学士の 功績 は 成長 異 

常 現象の 発見 だけで 沢山で ある。 その 弱点と 称する ゥ 

ラゴ —ゴ ル 星が 地球 を ど うして 引 張 つた かとい うこと 

など は、 他日 誰かが ゆっくりと 解決 をつ ければ いいの 

だ。 その 答案が 出て いないと いう こと は 決して 大隅学 

士の 不名誉ではなかった。 しかも この 弱点に 賛成して、 

大隅 学士の 名声が だんだん 地に 堕ち、 彼を大 山師と 呼 

がくひ どろ がっせん 

ぶ 者が 殖え てきた こと は、 いく ら学非 連中が 泥 合戦 を 

好む とはいえ、 なんという 浅ましい ことであろう か。 

も， V もん 

純真な 大隅 学士 は、 心の 痛手に たえ やらず、 悶々 と 



「え ッ、 ゥラゴ —ゴル が、 また 出ました か。 そうです 

か。 それ は 有難い。 すぐ 参ります から …… 」 

こお ど 

大隅は 雀躍り して 喜んだ。 いよいよ 問題の 解ける 機 

会が 来た。 佐々 砲弾が 出て くれるなら、 よも や 話の 分 

らぬ こと は あるまい。 

彼 は 通りが かりの W 年 型 の 自動車 を 呼び とめる と、 

すぐに 近郊 三 鷹 村へ 急行して くれる ように 頼んだ、 

「どうです。 ゥラゴ —ゴル が 出ました か」 

大隅は 天文台の 無線 室へ とびこむ なり、 それ を 訊い 

た。 

「ええ 出る こと は 出る のです が …… 」 



大団円 



しかし 受話器 を 台の 上に 置いた 大隅 学士の 顔 は 急に 

若々 しく 輝き だした のであった。 

「ゥ ム、 これ だ これ だ。 『如何なる 方法で ゥラゴ —ゴ 

ル星は 地球 を 引き寄せ たか？』 という 問題の 答案が 立 

派に できた の だ。 それにしても、 何とい う 恐ろしい 力 

を 持った ゥラゴ —ゴル だろう！ 彼 t 奴等の 知識 は、 わ 



が 地球に 棲む 人類よりも、 百年 以上 も 進歩して いる。 

恐ろしい 大宇宙の 敵！」 

その 翌日の こと、 大隅 学士 は X X 大学の 大 講堂の 演 

壇に 進んで 立って、 この 重大なる 報告 をした。 これ を 

聴講 をす るた めに 押しよ せた 学者の 数 は 無慮 一 万人に 

のぼった。 会場の 警戒線 は 会の 始めから 終りまで、 二 

十 度に わたって 蹂躪され た。 それ は 嘗て 政談 演説 会 

にも 記録の ない ことだった。 それ は 同時に 全国中継で 

もって 放送され たが、 スピ— 力 ー の 前に 集った 群衆 は 

早慶戦 以上だった という。 ことに 面白い こと は、 その 

放送の 始まって いる 間、 欧州に おける ファッショ 対コ 
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